
 

ものづくり間接支援分野等における訓練実施基盤の開発 
 

【 調査研究概要 】 
 

分  野：教材・訓練コース等の開発 

担当室名：在職者訓練開発室     

 

１．はじめに 

本開発では、ものづくり分野を、図１のように、

加工や組立、設計などの「ものづくり直接生産分野」

（以下、直接生産分野）と生産管理や品質管理、設

備保全などの「ものづくり間接支援分野」（以下、間

接支援分野）から、成り立っていると定義している 

 

図１ ものづくり分野のイメージ 

 

また、中小企業においては、近年、生産の効率化

や品質の向上がより求められており、マネージメン

ト能力を有した現場従事者が求められている。 

さらに、求職者に求められる能力も多様化してお

り、機構の行う訓練においても、これまで以上に、

生産管理や品質管理といった「間接支援分野」の要

素を取り込みつつ「直接生産分野」の充実を図り、

これらをバランスよく習得した訓練修了生を輩出す

る必要がある。そこで、職業能力開発総合大学校能

力開発院生産管理系教員や研修部と連携を取りなが

ら、職業訓練指導員に対して、「間接支援分野」の要

素を付加するための訓練実施基盤の開発を行った。 

 

２．開発の取り組み 

<2-1>開発の概要 

本開発は２年計画で行い、間接支援分野の重要性

を理解することを目標とした、指導員向け研修カリ

キュラムの構築及び、教材開発を行った。 

開発にあたり、対象となる間接支援分野を選定し、

開発したカリキュラムを用いた試行研修を実施後、

受講者による評価をもとに改善を行った。 

<2-2>開発分野の選定 

間接支援分野には、生産管理、品質管理、設備保

全など多くの分野がある。本開発は、「実際の製造現

場にてどのような人材が必要とされているか」に注

目し、対象分野を選定した。図2に「技能系正社員

に求められる最も重要な知識、技能」を示す。 
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図２ 技能系正社員に求められる最も重要な知識・技能 

（（独）労働政策研究・研修機構，ものづくり産業における

人材の確保と育成に関する調査，2008） 

 

「生産工程を合理化する知識・技能」、「設備の保

全や改善の知識・技能」や「品質管理や検査・試験

の知識・技能」が５年前と比較して重要と考えられ

ていることが分かる。 

また、企業における中核人材には、「品質管理」、

「生産ラインの合理化・改善」や「設備の保全や改

善」などの知識やノウハウが求められている。[1]  

さらに、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支

援機構（以下、雇用支援機構）において実施してい

る人材ニーズ調査（平成24年度）においても40歳

以上の社員に求められる生産現場における職務につ

いて、品質管理実務（31.9％で１位）及び生産計画

実務（27.1％で４位）のニーズが高かった。 

これらのことを踏まえ、平成25年度は「品質管

理」、平成26年度は「生産管理」を開発分野として

選定し、開発を進めた。 

<2-3>カリキュラムの開発 

品質管理のカリキュラム開発は、職業訓練の現場

において実際に指導員が「どのような品質管理の要

素をどのように実施しているか」また、「今後、どの

ような品質管理の要素に取り組みたいと考えている

か」を、職業能力開発施設の指導員に対してアンケ

ート調査を実施し、カリキュラムへ取り入れるべき

要素を検討することとした。 

アンケート調査は、品質管理分野の訓練を実施し

ている雇用支援機構の43施設を対象に行った。調査
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【本書の活用方法】 

○本開発の主な成果として、研修カリキュラムと研修用教材があげられる。研修を実施する場合は、本書により研修カ

リキュラム開発の経緯や意義を確認した上で研修を実施することにより、訓練効果の高い研修が実施できることを期待

する。 

 

注記 本報告書等は、基盤整備センター「職業能力開発ステーションサポートシステム 

   基盤整備センター刊行物検索」から閲覧、ダウンロードができます。 

   URL：http://www.tetras.uitec.jeed.or.jp/ 

対象は、過去3年間以内に品質管理分野の訓練（要

素としての実施を含む）を担当した経験のある指導

員とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図３ 今後取り組みたい要素 

 

図３に調査から得られた今後取り組みたい品質管

理の要素を示す。 

調査結果から多変量解析やタグチメソッドなど

が、現在の訓練では実施していないが今後取り組ん

で行きたい内容であることが判った。 
この結果を基に、より具体的な意見、訓練実施状

況などを確認するためヒアリング調査を行い、カリ

キュラム開発の検討材料とすることとした。 

生産管理分野のカリキュラム開発については、直

接生産分野の訓練に、指導員がどのように生産管理

の要素を取り入れているか等の取組み事例を調査

し、それらの要素をカリキュラムに取り入れて行く

こととした。 

そこで、雇用支援機構の14施設を対象にヒアリン

グ調査を行い、機械加工・組立て作業等における工

程に注目したカリキュラムの開発を行った。 

 

３．開発したカリキュラムの検証 

<3-1>試行研修の実施 

開発した品質管理分野、生産管理分野の研修カリ

キュラムを用いて試行研修を実施した。 

試行研修は、開発したカリキュラムの内容を検証

する目的も持っている。そのため、試行研修受講者

は、間接支援分野の訓練を担当した経験のある指導

員と担当した経験の無い指導員とし、前者は指導員

として必要な最低限の内容について、後者には、自

身が訓練を展開する上で必要となる上限について意

識した上で研修を受講していただいた。 

<３-２> 試行研修後の意見 

試行研修受講後、ディスカッションによる意見交

換会を行った結果、以下の様な意見が上がった。 

①本研修ではグループワークが必要ですが、品質管

理の訓練を担当した経験のない指導員だけでグル

ープワークを実施するのは難しいと思う。（品管） 

②具体的な事例が聴け、今後、訓練へ展開する際、

役に立つと思った。（生管） 

③試行研修をとおして、間接支援分野の重要性に気

付くことが出来た。（共通） 

④グループワークをとおして「間接支援分野を直接

生産分野へどう活用していくのか」の課題は実用

的だった。（共通） 

 

４．まとめ 

カリキュラム開発におけるアンケート調査、ヒア

リング及び、試行研修終了後の意見交換会をとおし、

間接支援分野を取り巻く状況について、多くの意見

を集めることが出来た。 

これらの結果、間接支援分野は直接生産分野と密

接な関係にあり、直接生産分野の訓練を主として担

当している指導員も、間接支援分野の基本的な内容

を理解した上で、直接生産分野の訓練を実施するこ

とで、「より質の高い訓練を展開することが期待でき

る」ことが分かった。 

そこで、本調査研究・開発の成果物などを活用し

た指導員研修の機会などを設けるなど、今後、段階

的な指導員育成が必要と考える。 

また、間接支援分野の個々の技術要素が生産活動

の中でどのような位置付けになっているかを理解す

る必要があり、本開発で構築したカリキュラム等の

研修をとおして、重要性を認識していただきたい。 
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